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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・療養環境変更目的にて、下記の部屋になっています。

小坂 君子様　　306号室⇒305号室

会津 慮子様　　305号室⇒306号室

畑中 成夫様　　402号室⇒307号室

出河　攻様　　 307号室⇒402号室
・三浦　綾子様～9/20(火)14：00～16：00、携帯電話解約を目的とした
　　　　　　　　外出（ スタッフ付添 ）予定で、主治医に申請中です。

・太田　富夫様～前回、主治医診察時、眼科受診、税金支払いに関して発言。
まず、眼科受診について症状を確認。「太陽の光が入ると

いいんだけど、蛍光灯だとぼわっとぼやける」また、自身

で「飛蚊症だと思います」と。眼鏡を2つ当院へ持ち込ん

でいいたが、1つは欠け、もう1つは紛失したと。眼鏡を

作成するにあたり、金銭が掛かる事は承知しており、
受診は急がないとの事。上記症状を主治医に報告する事を

説明。税金の支払いは健康保険税。既に8月分は納付期限

切れであり、五戸役場で支払う必要性がある為、兄様の協力

が必要。車検の積立金として15万円程9/15に入金あると。

また、このお金で眼科受診、眼鏡作成出来ないわけではない

が、手元にお金を残しておきたい気持ちもある様子。まず、

ゆうちょ銀行で記帳する為、9/23 (金) 15：00～16：00
外出（ スタッフ付添 ）予定で、主治医に申請中です。

・小豆畑　裕介様～担当スタッフ紹介。今後の入院生活を
どのように過ごしていくのか確認を行っています。
　　　　　　　　　①青森ダルク入所⇒「勧められても入りません」

　　　　　　　　 ②今後について⇒「神奈川に帰って家族を待ちたい」
レイン等の妄想発言なし。妻や子供と連絡は取っていな

かったと。神奈川で待つというのは、本人の願望｡
③幻聴の程度について⇒「家族の声で今日は14：30に待つ

といった幻聴ありました」離院行動なし。離院行動は治療

の意思なしと見なされることを再度説明。

④協力して下さる家族について⇒「叔父（松尾憲功様：

まつおのりよし）ですが、今まで連絡とってないです」

恐らく、協力は得られないと。
⑤神奈川でどうするのか？⇒「生活保護と併用しながら、

働きたいです」意欲がある事を評価、しかし、以前の住所

は簡易宿泊所であり、神奈川に帰る旅費の都合もつかない。

思い付きの域を出ない。
⑥青森ダルクに入所すれば生活保護費が増額になる。入所

してお金を貯めてから行動化が望ましいのでは？⇒
「自分、集団生活に馴染めないんですよ。お金があると

･･･」注射💉を打つ仕草をする。再度覚醒剤使用して刑務所
に戻ると長期の収監となる為、多額のお金を持ちたくない
と。また、「喧嘩も弱いのに、突っかかるんで･･･」と。
入院生活も1つの集団であり、問題行動なく馴染んでいる

事を指摘するが、ダルク入所に聞き耳持たず。今後の宛に

ついては横浜市役所生活保護課 溝口氏の名をあげ、相談
したいと。内容は主治医に報告済みです。
　
＜要注目患者様情報＞
・民部田　和哉様～自己中心的な言動もなく、日中ＳＳＴ参加し発言出来て
います。行動も落ち着きあり。
・小豆畑　裕介様～幻聴に左右された言動なし。SSTは個別で対応しています
　　　　　　　　　が自己評価出来ています。日課スムーズ。
・小坂　君子様～ＣＳセット肌着の収集行為あり、306号室⇒305号室へ療養
環境変更しています。新しい部屋にはすぐ馴染み、迷惑行為
や確認行為なく経過しています。
